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V250b GREX-PLUS 高分散分光器: 性能評価用分光器搭載二次元アレイ検出器ドラ
イバーの設計
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我々は、計画中の赤外線天文衛星 GREX-PLUSへの中間赤外線高分散分光器HRS(観測波長 10–18 µm、λ/∆λ ∼
30, 000)の搭載を目指し、開発中のCdZnTeイマージョン・グレーティング (IG)の性能実証のための地上望遠鏡
搭載用分光器の設計を進めている (馬場他 本年会発表)。この分光器はまず地上望遠鏡に搭載し、主に原始惑星
系円盤のH2O輝線 (λ ∼12.453 µm)の、HRSと同程度の波長分解能での観測を目指す。検出器にはGe製 IGの
冷却エシェル分光器GIGMICS(Hirahara et al. 2012) に用いた Raytheon SB-189 Si:As BIB検出器 (512× 412
pixels、 HRS用検出器の約 1/5)を採用し、Cross Disperserの回転によって観測波長領域を選択する。
四半世紀前に製造された 2次元アレイ検出器の Read-Out Integrated Circuit(ROIC)は総ピクセル数こそ現代

の FPAに比べて少ないものの、P-ch MOSFETによる 2系統 2相シフトレジスタや 4系統検出器出力用ソース
フォロワが用いられていて、その駆動にはアナログクロックパルスとバイアス電圧、および精密定電流の供給が
必要である。そこで今回、「あかり」、GIGMICS、名古屋大学気球搭載遠赤外線干渉計 FITE、および現在東北大
学 PPARCで制作中の近赤外線エシェル分光器 ESPRIT等で採用された各種Raytheon製赤外線二次元アレイ検
出器ドライバーの設計資産をもとに、様々な旧型ROICの駆動を可能にする FPGAボードを用いたコンパクトな
ドライバーエレクトロニクス回路の設計を進めた。
講演では、この FPA検出器ドライバーの詳細な設計・制作状況について報告する。


